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要
旨
 一{
 i
.
緒
言
 ヒ
ト
咬
筋
は
複
雑
な
内
部
構
造
を
有
し
,機
能
時
の
活
動
が
部
位
に
よ
り
異
な
る
。
こ
れ
よ
り
咬
筋
の
収
縮
様
相
は
筋
内
で
一
 様
で
は
な
く
,収
縮
に
伴
う
咬
筋
外
形
の
変
化
も
筋
内
の
収
縮
様
相
を
反
映
し
て
部
位
に
よ
り
異
な
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
筋
 の
収
縮
様
根
は
超
音
波
診
断
装
置
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視
化
で
き
る
。
超
音
波
薩
像
に
よ
り
咬
筋
収
縮
を
捉
え
た
こ
れ
ま
 で
の
硯
究
は
全
て
,か
み
し
め
時
に
筋
の
中
央
部
が
最
も
厚
い
と
し
て
い
る
が
,計
測
点
数
が
数
ケ
所
と
少
な
く
,咬
筋
の
収
縮
 様
網
は
未
だ
不
鯛
な
点
が
多
い
。
水
蕨
究
で
は
咬
筋
内
部
の
収
縮
を
反
映
す
る
筋
外
形
の
変
化
に
着
目
し
,超
音
波
プ
ロ
ー
ブ
の
 座
標
を
規
定
し
て
走
査
し
た
超
音
波
銅
像
上
で
安
静
時
お
よ
び
か
み
し
め
時
に
お
け
る
咬
筋
内
外
側
面
の
位
置
の
多
点
計
測
を
行
 っ
た
。
 夏
.
方
法
被
験
者
は
顎
P腔
系
に
機
能
異
常
お
よ
び
そ
の
既
往
を
認
め
な
い
健
常
男
性
5名
,被
験
筋
は
右
側
咬
筋
と
し
た
。
超
音
波
顕
“}蒙}1 …』 き揺■
じる部位が存在
の相関は弱い,あ
縮様椙の特徴を
た。過去の報告
 大となる部位が,過去にあまり測定さ
 w.結論
二次元醐像を三次
ることが明らかと
異なり,さらに安
 により大きく異なることが示された。
審査結果要旨
畳
多
一
ヒト咬筋は複雑な
ている。すなわち
様相を反映して部
で可視化できる超
波画像により咬筋
が示されている。
 る。
そのため,本研究
走査した超音波画
は健常男性5名の右
被験者ごとにプ
前後3鯛間隔で走
安静時および蟹
 のことを明らかにした。
1)頬骨および下顎下縁付
2)筋全体でみる
であったが,筋付蓄部付近では負の値,すなわ
3)全ての被験者
 るいは負の相関であった。
4)!～,Cの最大値
 的近似していたが,1～は今回の結果のほうが大きかった。
本研究では咬筋の
相の特徴を反映し
変化を解明し,岡
咬筋内部の筋活動
後の歯学・歯科医
 に値するものと判断する。
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